
オプトアウトについて 

 

1．この研究について 

この研究は、お子さんがこれまでに受けた通常の診療で得られた情報を使って行

う研究です。お子さんに対して新たな検査を追加したり、治療を行うことはあり

ません。研究の対象となる可能性のある患者さんやご家族に研究内容をお知らせ

し、研究への参加を希望されない場合には、いつでもお断りできるようにするた

め、以下のとおりご説明します。 

 

2．研究の目的 

百日咳による感染症は、子どもにとって、特に生後間もないお子さんにとって重

い病気になることがあります。その中でも、マクロライド系抗菌薬に対して耐性

の百日咳菌という薬が効きにくい百日咳による感染症が、近年増えてきていま

す。この研究では、子どもの百日咳菌感染症がどのくらいの頻度で起こっている

のか、予防接種はどれくらい行われているのか、耐性百日咳菌の増加に伴いどの

ような治療が行われているのか、治療後の経過などを調べ、現在の診療の実態を

明らかにすることを目的としています。 

 

3．研究の方法 

研究の対象となる方 

2014年 5月 1日から 2025年 12月 31日までの間に、国立成育医療研究センター

で百日咳感染症の診療を受けた 18歳未満の患者さん 

 

研究の方法 

電子カルテに記録されている診療情報をもとに、過去の経過を振り返って調べま

す。血液や尿などの体の検体は使いませんが、検査で分離された細菌（菌）その

ものについて、種類や性質を調べることがあります。 

他の医療機関に診療情報を提供することはありません。 

 

4．研究で使用する情報 

以下のような、通常の診療で記録された情報を使用します。 

年齢や性別 

これまでの病気、治療歴、予防接種歴 

検査結果や培養検査の結果 

使用された抗菌薬の種類や治療経過 

治療後の経過 

行政・診療・感染対策のために保管されている百日咳菌株を用いた百日咳菌の耐

性検査や遺伝子の検査とその結果 

 

5．個人情報の取り扱いについて 



研究に使う情報には、氏名やカルテ番号が含まれます。研究では、個人が特定さ

れないよう番号に置き換えて情報を扱います。研究結果は、個人が特定されない

形で学会や論文で発表されます。 

 

6．研究への参加を希望されない場合 

この研究への参加を希望されない場合は、下記までご連絡ください。ご連絡いた

だいた場合、その方の情報は研究に使用しません。研究への参加をお断りされて

も、今後の診療に不利益が生じることは一切ありません。 

 

7．研究実施機関・お問い合わせ先 

研究実施機関：国立成育医療研究センター 

研究責任者：大宜見力 

研究代表者（個人情報管理者）：幾瀨 樹 

お問い合わせ先 

国立成育医療研究センター 感染症科 

担当者：幾瀨 樹 

住所：〒157-8535 東京都世田谷区大蔵 2-10-1 

E-mail：ikuse-t@ncchd.go.jp 


